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Abstract

This study examined predictors of Japanese college students’ attitudes toward
seeking counseling. Participants were１９８ undergraduate and graduate students（７２
males and１２６ females）with a mean age of２１.２years. They completed four measures
assessing openness toward emotional experiences, perception of stigma associated
with seeking counseling, distress, and attitudes toward seeking counseling. Simulta­
neous multiple regression analyses showed that higher perception of stigma, lower
emotional openness, and gender（male）were significant predictors of being more re­
luctant to seek counseling.

Key Words: help­seeking, emotional openness, stigma, distress, Japanese college
students

問題と目的

心理的問題に対して，カウンセラーなど専門家の援助を求めることに関する肯定的・否
定的態度のことを専門的心理援助要請態度という（Fischer & Farina, １９９５; Fischer &
Turner,１９７０）。Komiya, Good, & Sherrod（２０００）は，アメリカの大学生を対象にして，
感情経験の無条件受容，スティグマ，心理的・身体的苦悩，性別の４つの要因を取り上げ，
専門的心理援助要請態度に対する各要因の影響力について検討を行った。分析の結果，以
下のことが明らかになった。（１）自分の感情を無条件に受容できない人ほど，カウンセリ
ングを受けることに対して否定的態度を持つ，（２）カウンセリングを受けると周囲の人か
ら悪く思われるのではないかと感じているほど，カウンセリングを受けることに対して否
定的である，（３）心理的・身体的苦痛が少ない人ほど，カウンセリングを受けることに対
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して否定的態度を持つ，（４）女性よりも男性の方がカウンセリングを受けることに対して
否定的である。同様の結果は，アメリカの大学に通う留学生を対象にした研究（Komiya
& Eells,２００１）においても確認されている。
谷口（２０１８）は，Komiya et al.（２０００）や Komiya & Eells（２００１）による研究結果の
一般化可能性を検討するために，日本人大学生を対象にして，Komiya et al.（２０００）と同
様に４つの変数（感情経験の無条件受容，スティグマ，心理的・身体的苦悩，性別）を取
り上げ，専門的心理援助要請態度に対する各要因の独自効果について検討を行った。結果
は以下のことを示していた。自分の感情を無条件に受容できない人ほど，また，カウンセ
リングを受けると自尊心や自己価値が下がるのではないかと感じている人ほど，カウンセ
リングを受けることに対して否定的態度を持っていた。
谷口（２０１８）では，感情経験の無条件受容を測定する尺度として，４つの感情経験（怒
り，恐れ，喜び，悲しみ）に対する態度を測定する尺度（Allen & Haccoun, １９７６）が使
用されていた。しかし，この尺度は，必ずしも高い信頼性を示していなかった（α＝.６６）。
そこで，本研究では，それとは別の尺度である感情受容度尺度（Emotional Openness Scale;
古宮, ２０００）を用いて，あらためて，感情経験の無条件受容，スティグマ，心理的・身体
的苦悩，性別の４変数と専門的心理援助要請態度との関連を検討した。

方 法

調査対象者と手続き
大学生ならびに大学院生２１０名が調査に参加した。分析には，欠損値がない１９８名（男性

７２名，女性１２６名）のデータを用いた。平均年齢は２１.２歳（SD＝１.０１）であった。調査は，
スマートフォンや PCを利用して，ウェブ上で実施された。

調査内容
調査には，年齢，性別など人口統計学的変数を質問する項目に加えて，下記の尺度が含
まれていた。
感情経験の無条件受容 古宮（２０００）が作成した感情受容度尺度（Emotional Openness

Scale）を日本語に翻訳して用いた。調査参加者は，各項目に示された気持ち・感情の捉
え方に関してどのように思うかについて，当てはまらない（１）～当てはまる（４）の４件法
で回答した。因子構造を確認するために，全１３項目に対して，最尤法による因子分析を行っ
た。固有値の減衰率ならびに因子の解釈可能性から，原版と同様の１因子構造が妥当であ
ると判断し，因子数を１に固定して，再度，因子分析を行った。その結果，因子負荷量が
.４０以下となった４項目（いずれも逆転項目）を削除し，残り９項目に対して，あらため
て因子分析を行った。結果を Table１に示す。因子寄与率は３８.２９％，α係数は.８０であっ
た。分析には各項目の合計点を用いた。得点が高いほど，自分自身の感情経験について無
条件に受容的であることを示す。より具体的には，高得点者ほど，感情を経験することに
対して，恐れや不安が少なく，好意的であり，感情を重要なものであると見なす傾向があ
る。
スティグマ 自己スティグマ（自分自身のことを社会から受け入れられない人間と見な
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Table １ 感情受容度尺度の因子分析結果

すことで自尊心や自己価値が低下すること）を測定するために，Self­Stigma of Seeking
Help Scale（Vogel, Wade, & Haake,２００６）の日本語版９項目（宮仕,２０１０）を用いた。
本研究では, １項目のみ若干ワーディングを変更して使用した。調査参加者は，専門的心
理援助を求めたいと思うような悩みや問題に直面したとき，各項目で示された内容に関し
てどのように思うかについて，当てはまらない（１）～当てはまる（５）の５件法で回答し
た。分析には各項目の合計点を用いた。得点が高いほど，自己スティグマの程度が高いこ
とを示す。本尺度の α係数は.７０であった。
心理的・身体的苦悩 Hopkins Symptom Checklist（HSCL; Derogatis, Lipman, Rick­

els, Uhlenhuth, & Covi,１９７４）の日本語版５４項目（中野,２０１６; Nakano & Kitamura,２００１）
のうち，HSCL短縮版（２１­item version of the HSCL; Green, Walkey, McCormick, &
Taylor, １９８８）に含まれる２１項目を用いた。調査参加者は，最近１週間で，各項目に示さ
れた精神的・身体的状態をどの程度感じることがあったかについて，全くない（１）～よく
ある（４）の４件法で回答した。各項目の合計点を算出し，それを心理的・身体的苦悩得点
とした。得点が高いほど，心理的・身体的苦悩の程度が高いことを示す。本尺度の α係
数は.９２であった。
専門的心理援助要請態度 Attitudes Toward Seeking Professional Psychological Help:

A Shortened Form（ATSPPH­SF; Fischer & Farina, １９９５）の日本語版８項目（宮仕,
２０１０）を用いた。調査参加者は，心理的問題に対処するために，カウンセラーなど専門家
から援助を求めることに関してどのように思うかについて，当てはまらない（１）～当ては
まる（４）の４件法で回答した。分析には各項目の合計点を用いた。得点が高いほど，カウ
ンセリングを受けることに対して肯定的態度を持つことを示す。本尺度の α係数は.６２で
あった。

結 果

測定変数間の関連
測定変数の基本統計量と測定変数間の相関を Table ２に示す。専門的心理援助要請態

度は，感情経験の無条件受容，スティグマ，性別とそれぞれ有意な相関があった（r＝.２１,
p<.０１; r＝－.２５, p<.０１; r＝.２２, p<.０１）。また，感情経験の無条件受容は，スティグマと有
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Table ２ 測定変数の基本統計量と測定変数間の相関

Table ３ 専門的心理援助要請態度を従属変数とした重回帰分析の結果

意な負の相関があり（r＝－.２５, p<.０１），スティグマは，心理的・身体的苦悩と有意な正
の相関があった（r＝.３３, p<.０１）。自分自身の感情経験を無条件に受容できる人ほど，そ
して，男性よりも女性の方が，カウンセリングを受けることに対して肯定的であった。一
方，カウンセリングを受けると自尊心や自己価値が下がるのではないかと感じている人ほ
ど，カウンセリングを受けることに対して否定的であった。さらには，自分自身の感情経
験を無条件に受容できる人ほど，カウンセリングを受けると自尊心や自己価値が下がるの
ではないかと感じることが少なく，反対に，心理的・身体的苦悩が高い人ほど，カウンセ
リングを受けると自尊心や自己価値が下がるのではないかと感じていた。

専門的心理援助要請態度に対する各規定要因の独自効果
専門的心理援助要請態度に対する感情経験の無条件受容，スティグマ，心理的・身体的
苦悩，性別の独自効果を検討するために，重回帰分析を行った（Table ３）。相関の結果
と同様に，感情経験の無条件受容，スティグマ，性別がそれぞれ専門的心理援助要請態度
に対して独自の寄与を示した（β＝.１４, p<.０５; β＝－.２３, p<.０１; β＝.２３, p<.０１）。自分自身
の感情経験を無条件に受容できる人ほど，また，カウンセリングを受けると自尊心や自己
価値が下がるのではないかと感じていない人ほど，そして，男性よりも女性の方が，カウ
ンセリングを受けることに対して肯定的態度を持っていた。
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考 察

本研究では，感情経験の無条件受容を測定する尺度として，感情受容度尺度（Emotional
Openness Scale; 古宮, ２０００）を用いて，感情経験の無条件受容，スティグマ，心理的・
身体的苦悩，性別の４変数と専門的心理援助要請態度との関連について再検討を行った。
その結果，谷口（２０１８），Komiya et al.（２０００），Komiya & Eells（２００１）と同様に，感
情経験の無条件受容が専門的心理援助要請態度の重要な規定要因であることが，あらため
て確認された。日本を含むアジアの文化的価値観では，一般に，感情を適切にコントロー
ルすることや曖昧で間接的なコミュニケーションを行うことが重視される（Kim, １９９５;
Kim, Atkinson, & Yang,１９９９; Kim & Omizo,２００３; Narikiyo & Kameoka,１９９２; Sue,
１９９４）。そうした文化的価値観を持つ社会であっても，自分自身が経験する様々な感情を
抑圧することなく，すべてをありのままに受け入れ，さらには，そうした感情を適切な形
で相手に伝えることができる人ほど，カウンセリングに対する抵抗感が少ないことが，再
度，示された。
スティグマに関しても，谷口（２０１８），Komiya et al.（２０００），宮仕（２０１０），Vogel, Wade,

& Hackler（２００７）と一致して，専門的心理援助要請態度を阻害する要因であることが再
確認された。自己スティグマ，ひいては社会的スティグマ（Corrigan, ２００４）を低減する
ためには，Vogel et al.（２００７）も指摘しているとおり，カウンセラーなどの心理専門家が，
心理的問題は自分自身の弱さや欠点ではなく，適切な治療によって改善し，元の状態に戻
るということを個人や社会全体に広く伝えていく必要があろう。
心理的・身体的苦悩については，谷口（２０１８），Komiya & Eells（２００１），前川・金井
（２０１５），宮仕（２０１０）と同様に，専門的心理援助要請態度との間に有意な関連が見られ
なかった。谷口（２０１８）が示唆しているとおり，アジア文化圏の人は，身体的・心理的苦
悩に対処する際，心理専門職（カウンセラー）ではなく医療専門職（医師）に相談する傾
向が高い可能性が考えられる。
本研究では，Komiya et al.（２０００），Komiya & Eells（２００１）と一致して，性別が専門
的心理援助要請態度に対して有意な独自寄与を示した。具体的には，男性よりも女性の方
が，カウンセリングを受けることに対して肯定的態度を持っていた。こうした性差は，男
性に対して期待される性役割の特徴（非感情的，理論的，独立的）が援助要請行動を抑制
するように機能すること（Komiya et al., ２０００），西洋に限らず東洋の文化圏においても
同様の性役割期待が存在すること（Komiya & Eells,２００１）が一因であると考えられる。
その一方で，日本人を対象にした多くの研究（木村・水野, ２００４; 宮仕, ２０１０; 永井, ２０１０;
谷口, ２０１８）では，専門的心理援助要請態度において有意な性差は認められていない。日
本では，大学生における専門的心理援助要請態度について検討した研究が決して多いとは
いえないため（永井,２０１０），今後，さらに詳細な検討を行う必要がある。
最後に，本研究の限界と今後の課題について述べる。本研究では，専門的心理援助要請
態度を測定する尺度として，ATSPPH­SF（Fischer & Farina, １９９５）の日本語版８項目
（宮仕, ２０１０）を用いた。本尺度は，先行研究（宮仕, ２０１０; 谷口, ２０１８）では十分な信頼
性を示していたが（α＝.７３­.７８），本研究では必ずしも高い信頼性が得られなかった（α＝
.６２）。今後の研究では，たとえば，被援助志向性尺度（木村・水野, ２００４）のような日本
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で開発された尺度を用いて専門的心理援助要請態度を測定し，その規定要因について，再
度，詳細に検討することが望まれる。
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